
 

長期減毛・色素性疾患用レーザー装置 GentleMax Pro 

脱毛治療を受けられる方へ 

 
 
当院で使用する GentleMax Pro は、厚⽣労働省の医療機器承認を取得したロングパルスアレキサンドライ

ト・ヤグレーザーです。アレキサンドライトレーザーとヤグレーザーの波⻑を使い分け、毛根のメラニン色
素にレーザー光線を吸収させて、その熱で毛根周囲の組織にダメージを与え⻑期間における減毛（脱毛）を
⾏うことができる治療⽅法です。毛には毛周期（毛が⽣えかわるサイクル）があり、脱毛ではその毛周期の
成⻑期にある毛にレーザーを照射することで減毛（脱毛）の効果がみられます。部位によって治療の間隔は
異なりますが、約１ヶ月半から２ヶ月毎に照射を繰り返していきます。平均で 5 回〜10 回、年齢や部位によ
っては 10 回以上かかることもあり個人差があります。 

 

治療が受けられない⽅・禁忌 

下記の疾患や症状がある⽅は治療を受けられません。 
□755nm もしくは 1064nm の波⻑域の光に過敏な、又は光過敏症の既往がある⽅  
□単純ヘルペス 1 型又は 2 型の活動病変を有する⽅ 
□治療部位に悪性腫瘍がある⽅ 
□刺⻘・アートメイクがある皮膚上 
□開放創や感染創のある皮膚 
□2 ヶ月以内に強い日焼けをされている⽅ 
＊妊娠中の⽅は安全性が確⽴されていません。医師にご相談ください。 
 

治療に注意が必要な⽅ 

下記の病気や症状がある、下記の薬剤を服用中の⽅は医師の判断によって治療が受けられない場合があり
ます。 

□全⾝状態不良の⽅ 
□てんかん発作の既往を有する⽅ 
□ケロイド・瘢痕体質の⽅ 
□糖尿病等の慢性疾患を有する⽅ 
□免疫抑制剤・ステロイド製剤・抗凝固剤・⾦製剤・鉄剤を内服中の⽅ 
□フィラー注入部位  
□⿊⼦の部位 
□⻭科材料、チタンプレート、ペースメーカー等の⾦属系インプラント材料を埋め込まれている⽅ 

 
（次項へ続く） 

 
 



治療における注意事項と⾃⼰ケアについて 

・毛抜きやワックスでの脱毛処理は⾏わず、シェーバーで剃毛処理を⾏ってください。 
治療部位は前日に剃毛処理を⾏い来院してください。 

・治療部位の日焼け⽌めや化粧品は、治療前に落としてください。 
・脱毛後は、毛孔周囲に⾚み（軽度の熱による炎症）がおこる場合もあります。 

通常数時間〜24 時間以内に⾚み・ヒリヒリ感は消失します。その後小さな丘疹となり自然に 
治ります。炎症が引かず、痒みや熱傷等の症状を呈した時は来院してください。 

・治療中、及び治療後６か月間は強い日焼けを避けるようにしてください。 
・治療後は、保湿剤や日焼け⽌め（SPF30 以上）を使用して、スキンケアを⾏ってください。 
・照射後 2 週間程度は毛が残存します。残存している毛は、毛根がダメージを受けているため自然と 

抜け落ちます。 
 
副作用・合併症 

・疼痛 ・発⾚ ・浮腫/腫脹 ・熱傷 ・凍傷 ・硬毛化 ・痂皮形成 ・水疱  
・⼀過性の炎症性色素沈着 ・色素脱失 ・軽度の瘢痕形成  

 
推奨治療間隔 

   ・1 カ月半〜２カ月間隔  
  ＊治療部位により異なります。 


